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＜活動の概要＞ 

本校では、「多様性の認識を軸とした学校と地域づくり」を活動テーマに校内の樹木の多様性を知ることから出発し、さまざまな多

様性について学習活動を展開している。草花や野菜の栽培を通して多様性の認識の範囲を広げ、校区の歴史や防災教育にまで、多様性

を軸とした教育活動を展開したい。つう！汐田の自然や人～関わる 伝える つながる～」を活動テーマとして、ＥＳＤを自分たちの

住む町の自然や人、ものとの「つながり」について学習を深め、持続可能な社会づくりの担い手を育む教育活動であると捉え、ＥＳＤ

の実践を通して、汐田の自然や人、ものに積極的に関わって問題解決に取り組む力の育成を目標とした。 

 

 
①  植物の多様性を知る活動 

・校内の樹木約 80種に樹木名表示器「この

木なんの木」を設置。これを活用して楽し

みながら名前や特徴を覚えられるように

する。 

・「この木なんの木」を活用するため緑化委

員会によるキャンペーン活動が行われて

いる。キャンペーンの期間中、校内を走り

回って木を探す子どもたちの姿が見られ

る。 

・農園や花壇で野菜や花、米を栽培する。自

然界ではさまざまな植物がそれぞれの方

法で環境に適応しながら生きていること

を知る。子どもた 

ちが自然に親しみ 

ながら植物を育て 

る体験を通して自 

然の大切さを学ぶ。 

 

③ 地域や社会の多様性を知る活動 

・自分の住んでいる町の特徴を知り、よりよい故郷に 

なるよう、環境美化や景観づくりの活動を行う。 

・水害が心配される校区であることをふまえ、防災・ 

 減災についての学習を行う。過去の水害や予想され 

 ている浸水被害を調べたり、地域の安全のために尽 

 力している方々にお話していただいたりする活動を 

 通して子どもたちの水害に対する意識を高めていく。 

② 人々の多様性を知る活動 

・さまざまな職業のゲストティーチャーを教育活動に招く。 

・地域の農家の方などを 

ゲストティーチャーと 

して野菜や米の育て方 

を学ぶ。野菜を大切に 

世話をして、おいしい 

野菜が実ることで、野 

菜を育てる苦労や、収 

穫の喜びを知る。 

① 「この木なんの木」 

②―１ 農家の方に学ぶ稲刈り 

③ 防災について学ぶ 

②―２ おもちゃづくりを 
学ぶ 


